高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００４年３月２６日

平成１５年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷

を送付願います。Webで公開することを検討しており、(1),(2)については

別途ファイルにて送付願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。

(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト

　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントの印刷物でも可

なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構
国際研究協力部 研究協力課 共同利用第一係　　　0298-64-5126
　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）
現在の格子QCDにおける最大の課題は、フェルミオンの対生成対消滅の寄与を取り入れたシミュレーションを実行して、近似のない真の第一原理計算を実現することである。これによって、現象論的に重要なさまざまな物理量に対して、モデルによらない計算手法を提供することができる。scqcd グループは、2000年からフレーバー数２の大規模シミュレーションを実行してきたが、そこで得られたゲージ場のアンサンブルを使って、中性B中間子の混合におけるハドロン行列要素を計算した。この研究の結果、クェンチ近似による大きな不定性は取り除くことができたが、クォーク質量を自然界での値にまで外挿する際の不定性が無視でいないことが明らかになった。この不定性を取り除くために、より軽いクォークでのシミュレーションを実現することが将来の課題である。また、これまでのシミュレーションを、ストレンジクォークの寄与まで含んだフレーバー数２＋１の場合に拡張する研究を進めている。これまでのところ、O(a)改良の係数を非摂動的に決定し、ハドロン質量に関する予備的な結果を得ることができた。
（英文）

Through the numerical simulation of lattice QCD we are pursuing the first-principles calculation, in which we do not require to introduce any approximation. Once it is realized, the model-independent calculations of many phenomenologically important quantities can be achieved. The scqcd group has performed large scale simulations of two-flavor QCD since 2000. Then in 2002-2003, using the gauge ensembles obtained in these simulations, we calculated the hadronic matrix elements appearing in the neutral B meson mixing. Thus we succeeded to eliminate the large uncertainty from the quenched approximation, but it turned out that the uncertainty due to the extrapolation of quark masses to those of physical up and down quarks. We leave this problem for future studies.
In addition to the two-flavor QCD simulations we have started extensive simulations of 2+1-flavor simulations. So far, we determine the O(a)-improvement coefficient non-perturbatively, and obtained preliminary results for hadron masses.
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